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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 
2025年11月21日まで（当初2030年２月25日
まで）(設定日：2020年３月24日（火）） 

運 用 方 針 

ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファ
ンド受益証券への投資を通じて、信託財
産の中長期的な成長をめざして運用を
行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
(ベビーファンド) 

ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 
中国の上海、深セン証券取引所に上場さ
れている人民元建て株式（中国Ａ株）等
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 
(ベビーファンド) 

株式への実質投資割合には、制限を設け
ません。 
投資信託証券（マザーファンド受益証券
及び上場投資信託証券を除きます。）へ
の実質投資割合は、信託財産の純資産総
額の５％以下とします。 
同一銘柄の株式への実質投資割合は、信
託財産の純資産総額の10％以内とします。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限
を設けません。 

マザーファンド 

株式への投資割合には、制限を設けま
せん。 
投資信託証券（上場投資信託証券を除き
ます。）への投資割合は、信託財産の純
資産総額の５％以下とします。 
同一銘柄の株式への投資割合は、信託財
産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設
けません。 

分 配 方 針 

年１回(２月25日。ただし、休業日の場
合は翌営業日。)決算時に分配を行いま
す。分配対象額の範囲は、経費控除後の
繰越分を含めた配当等収益及び売買益
（評価益を含みます。）等の全額としま
す。分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、委託会社の判断により分配を行
わないことがあります。 
なお、収益分配にあてず信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づき、元本部分と同一の運用を行い
ます。 

 

 

 

繰上償還 運用報告書(全体版) 
第６期 

（償還日：2025年11月21日） 

 

ＳＢＩ中国テクノロジー株 

ファンド 
 

追加型投信／海外／株式 

 

受益者のみなさまへ 

 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「ＳＢＩ中国テクノロジー株ファンド」は、

2025年11月21日に繰上償還させていただきま
した。 

ここに謹んで設定日以降の運用状況および償還
の内容をご報告申し上げます。 

今後とも当社商品をご愛顧のほどよろしくお願
い申し上げます。 
 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

 ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

https://www.sbiam.co.jp/ 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基  準  価  額 

株     式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総   額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期   中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

２期(2022年２月25日) 12,268 0 0.7 93.3 651 

３期(2023年２月27日) 10,409 0 △15.2 94.0 509 

４期(2024年２月26日) 8,566 0 △17.7 92.6 341 

５期(2025年２月25日) 10,335 0 20.7 91.1 349 

(償 還 時) (償還価額)     

６期(2025年11月21日) 12,081.61 － 16.9 － 297 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注２） 当ファンドは、ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド受益証券への投資を通じて、中国の上海、深セン証券取引所に上場されてい

る人民元建て株式（中国Ａ株）等に投資を行い、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。ま
た、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。 

（注３） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基  準  価  額 株     式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期 首) 円 ％ ％ 

2025年２月25日 10,335 － 91.1 

２月末 10,167 △ 1.6 94.1 

３月末 9,585 △ 7.3 93.0 

４月末 8,449 △18.2 91.2 

５月末 8,824 △14.6 91.1 

６月末 9,016 △12.8 94.8 

７月末 9,986 △ 3.4 95.9 

８月末 11,407 10.4 93.8 

９月末 12,803 23.9 92.5 

10月末 12,127 17.3 － 

(償還時) (償還価額)   

2025年11月21日 12,081.61 16.9 － 

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドは、ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド受益証券への投資を通じて、中国の上海、深セン証券取引所に上場されてい

る人民元建て株式（中国Ａ株）等に投資を行い、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。ま
た、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。 

（注３） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。   
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2025年２月26日から2025年11月21日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

期 首 ： 10,335円
期末（償還日） ： 12,081円61銭
騰 落 率 ： 16.9％

 
（注１） 当ファンドは、ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド受益証券への投資を通じて、中国の上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建て

株式（中国 A 株）等に投資を行い、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もな
いことから、参考指数等も記載していません。 

（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載していません。 

 
 

○基準価額の主な変動要因 
 
【基準価額の上昇要因】 

・ 中国政府による景気刺激策、民間企業との対話 

・ 「国家隊」による株価支援策 

・ DeepSeekに代表される低コストAI 

・ 米中の相互関税を巡る協調姿勢 

【基準価額の下落要因】 

・ 経済指標の悪化 

・ 米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・ トランプ政権の対中関税強硬姿勢、ハイテク規制  
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○投資環境 
 

当期の中国株式市場は、上昇しました（上海Ａ株指数）。期初、人民元安のなか、政策への期待から比較的堅調

に開始しました。昨年秋からの政府の景気刺激策への期待に加えて、１月のDeepSeekショックを受けたAI関連銘

柄への買い、中国政府のハイテク産業支援方針、米中緊張に対抗した国産化期待からの輸入代替的企業への買い

などが支えました。４月は、２日に、米トランプ政権が「相互関税」を発表し、中国に対して特に厳しい対応を

したため下落しました。５月に入って、米中が90日間相互の関税率を引き下げることに合意したことなどから、

悲観的な見方が緩和され市場は上昇傾向となりました。その後も、米中間の貿易協議で協調姿勢が見られたこと

などから堅調推移となりました。 
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○設定来の基準価額等の推移 
 

 

 
（注１）当ファンドは、ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド受益証券への投資を通じて、中国の上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建

て株式（中国Ａ株）等に投資を行い、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数も
ないことから、参考指数等も記載していません。 

（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載していません。 

 

○基準価額の主な変動要因 
 

第１期（2020年３月24日～2021年２月25日） 

【基準価額の上昇要因】 

・期の前半に、情報技術などテクノロジー関連銘柄が買われて株価が上昇したこと。 

・期の後半に、中国株式市場が上昇するなかハイテク関連銘柄が好調に推移したこと。 

 

【基準価額の下落要因】 

・米国によるテクノロジー企業への規制強化が嫌気され株価が下落したこと。 

・９月に、米ハイテク株の急落を受け株価の調整が進んだこと。 

・期末にかけ、米国などでの金利正常化が意識されるなかでハイテク関連銘柄が下落したこと。 

 

第２期（2021年２月26日～2022年２月25日） 

【基準価額の上昇要因】 

・中国政府による自国のハイテク企業強化の動き。 

・中国政府による景気刺激策への期待及び中国人民銀行による金融緩和政策。 

・期を通じて進んだ人民元高円安。 
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【基準価額の下落要因】 

・米国をはじめとした主要国の金融政策正常化の動きと、それを受けた金利急進。 

・中国の景気減速懸念。 

・中国政府による新型コロナウイルスの感染拡大抑制策（ゼロコロナ政策）。 

・中国不動産大手の債務問題。 

・中国政府による大手ハイテク企業への規制強化の動き。 

 

第３期（2022年２月26日～2023年２月27日） 

【基準価額の上昇要因】 

・2022年12月から行われたゼロコロナ政策の解除と経済再開。 

・中国政府による自国のハイテク企業強化の動き。 

・中国政府による景気刺激策への期待及び中国人民銀行による金融緩和政策。 

・通期での人民元高円安。 

 

【基準価額の下落要因】 

・米国をはじめとした主要国の金融政策正常化の動きと、それを受けた世界的な金利上昇。 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化。 

・2022年11月ごろまで続いた中国政府による新型コロナウイルスの感染拡大抑制策（ゼロコロナ政策）。 

・中国不動産市場の混乱。 

・中国政府による大手ハイテク企業への規制強化の動き。 

 

第４期（2023年２月28日～2024年２月26日） 

【基準価額の上昇要因】 

・中国政府による景気刺激策への期待及び中国人民銀行による金融緩和政策 

・「国家隊」によるETF買い増しや空売り禁止措置 

・通期での人民元高円安 

 

【基準価額の下落要因】 

・消費者物価指数（CPI）の連続マイナス、小売売上高が市場予想を下回るなど、経済指標の悪化 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・中国恒大集団の破産申請など、中国不動産業界を巡る信用不安 

・米金利高止まりの長期化懸念 

 

第５期（2024年２月27日～2025年２月25日） 

【基準価額の上昇要因】 

・中国政府による景気刺激策、民間企業との対話 

・「国家隊」による株価支援策 

・DeepSeekに代表される低コストAI 
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【基準価額の下落要因】 

・経済指標の悪化 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・トランプ政権の対中関税引上げ 

 

第６期（2025年２月26日～2025年11月21日） 

上昇要因 

・中国政府による景気刺激策、民間企業との対話 

・「国家隊」による株価支援策 

・DeepSeekに代表される低コストAI 

・米中の相互関税を巡る協調姿勢 

 

下落要因 

・経済指標の悪化 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・トランプ政権の対中関税強硬姿勢、ハイテク規制 
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○設定来の投資環境 
 

第１期（2020年３月24日～2021年２月25日） 

当期の中国株式市場は、期初は、米国の華為（ファーウェイ）向け規制強化や新型コロナウイルスの感染第２波

への懸念などから上値が重い展開が続きましたが、６月後半から７月中旬にかけて、世界的なハイテク株高や中国

国内の消費回復への思惑から中小型株を中心に買いが入り急伸しました。特に、情報技術などテクノロジー関

連銘柄への資金流入が続き、創業板指数は大きく上昇しました。７月後半は、高値警戒感や米中対立激化への

警戒感などから反落しました。 

期の中旬は、上値の重い展開となりました。中国景気の回復期待が下支えする一方、米中対立や米ハイテク

株の下落が嫌気されました。また、欧米での新型コロナウイルス感染再拡大への警戒感も重しとなりました。 

期の後半は、中国の経済指標の改善や、11月の米大統領選で米中関係の緊張緩和につながると期待されるバ

イデン氏が優勢との見方を受けて上昇に転じました。年明け後は、人民元高を背景とした資金流入期待に加え、

米国で民主党の経済対策による世界景気回復期待が高まったことなどから一段高となりました。 

期末にかけては、金融引き締め観測に加え、米金利上昇を受けてハイテクなどの高バリュエーション銘柄が

売られたことなどから、調整しました。 

為替に関しては、期初は米中間の緊張が強まるなか、対ドルでの人民元安が進みましたが、その後は堅調な

中国景気回復などを背景に人民元高傾向が続きました。 

 

第２期（2021年２月26日～2022年２月25日） 

当期の中国株式市場は、概ね横ばいの展開となりました。期初に、米国の長期金利の上昇をきっかけとした

世界株安を受けて大幅に調整した後、中国政府による金融引き締め姿勢や大手IT企業への規制強化の動きから、

中国株市場は軟調な推移となりました。更に７月以降には、政府による規制強化の動きが教育サービス分野に

も広がったことで、中国市場における政策リスクが警戒され、株価を押し下げる結果となりました。その後も、

中国景気の減速懸念や、新型コロナウイルスの感染拡大、不動産大手中国恒大集団の債務問題、各地域での電

力不足などが、投資家心理を冷やし、上値の重い展開が継続しました。2022年初以降は、中国人民銀行による

緩和政策に加え、政府当局による景気刺激策への期待が株価の下支え要因になりましたが、FRB（米連邦準備

制度理事会）をはじめとした主要国の金融政策正常化の動きをきっかけとした世界株安が中国株市場にも波及

し、強い売り圧力に押される結果となりました。 

当期の為替相場に関しては、対ドルで円安が進行しました。期初から米国の追加経済対策への期待等を受け

て米金利が上昇したことで円を売る動きが続き、対人民元でも円安が進みました。５月中旬から９月下旬にか

けては、横ばい圏での推移となりましたが、９月下旬以降に米金融政策正常化観測の高まりを受けて米長期金

利が上昇すると、一段と円安ドル高が進行し、対人民元においても円の減価が進みました。 

 

第３期（2022年２月26日～2023年２月27日） 

当期の中国株式市場は、下落しました。期初、上海のロックダウンが長期化し北京の防疫措置が強化された

ことから市場は軟調に推移しましたが、政府がインフラ投資の拡大、消費刺激策などによる景気下支えを表明

したことにより、ある程度下値が抑えられました。５月ごろ、金融緩和策、不動産取引規制の緩和といった政

府の支援策により、市場は底打ちし一時的に上昇しました。７月は建設が止まった住宅の購入者が住宅ローン
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の支払いを拒否する動きが見られたことや、プラットフォーム企業に対する政府の規制強化の動きが嫌気され

軟調となりました。さらに米連邦準備制度理事会（FRB）の利上げも悪材料視されました。 

2022年末にかけて、ゼロコロナ政策による経済活動の制限が悪材料となり、米国の対中ハイテク規制もあり

低迷しました。2023年に入り、政府のインターネット企業規制が緩和されるとの期待やゼロコロナ政策の解除

を受け、市場は徐々に回復に向かいましたが、２月に入ると米国株安や気球を巡る米中関係緊張により再び株

価は軟調となり当期を終えました。 

当期の為替相場に関しては、米国国債利回り上昇に対ドルで人民元安が10月ごろまで続きましたが、その後

は債券利回りの上昇一服を受け人民元は反発しました。対円では、10月ごろまで人民元高円安が進行しました

が、10月以降はドル高修正のなか人民元は、金融政策の修正期待のある対円で軟化しました。期を通しては人

民元高円安となりました。 

 

第４期（2023年２月28日～2024年２月26日） 

当期の中国株式市場は、下落しました。期初、中国恒大集団が米裁判所に破産法適用を申請したことや、バ

イデン米大統領が半導体・AIなどの対中投資制限行政命令を発表するとの報道から、軟調なスタートとなりま

した。2023年９月に入り、製造業PMIが市場予想を上回ったこと、住宅ローン規制の緩和などから政策期待が膨

らみ、地合いは改善しましたが、上値では利益確定売りがみられるなど横ばいの動きが続きました。20日に、

経済協力開発機構（OECD）やアジア開発銀行（ADB）が中国の経済成長見通しを引き下げたことで、景気先行

不安が強まり、その後、中東情勢の緊迫化、市場予想を下回る消費者物価指数（CPI）、70都市平均不動産価格

の予想以上の下落などの悪材料から、10月中旬まで下落が続く展開となりました。下旬からは、政府系ファン

ド「国家隊」が株式を購入したとの報道や、中国国債発行によるインフラ整備計画が中国政府から発表された

ことなどから上昇に転じ、11月に入っても、米中首脳会談開催への期待や米金利低下、月央に発表された鉱工

業生産や小売売上高などの主要統計が上振れしたこと、また、悪い経済指標が発表されると、それに対応する

政策への期待がみられ、ゆるやかに上昇し、11月は４か月ぶりに上昇となりました。12月は、人民銀行が公開

市場操作を通じて大規模な資金を市中から吸収したことが嫌気され、その後も、米格付け会社ムーディーズの

格付け見通しの引き下げ、中東情勢の悪化、小売売上高が市場予想を下回ったことなどから国内景気の先行き

不安が高まっていました。2024年１月には、CPIが３ヶ月連続でマイナスとなったほか、新築住宅価格が前月比

で大きく下落し、中国資産運用大手の中植企業集団の破産申請、米国で新薬開発における中国系開発会社の利

用禁止、トランプ前大統領の中国製品への大幅な関税課税発言、中国AI関連企業による米国クラウドサービス

の利用禁止など悪材料が続き、２月初旬に上海総合指数で、当期間最安値をつけるまで大幅な下落となりまし

た。その後、当局による空売り禁止措置の強化、「国家隊」によるETF買い増しの発表など、政府総動員の株価

支援を受け反発し、期を終えました。 

当期の為替相場に関しては、米国国債利回り上昇により対ドルで人民元安が10月末ごろまで続きましたが、

その後は米国国債利回りが下落に転じ人民元は反発しました。対円では、12月にムーディーズの中国格下げに

始まる悪材料から株価下落した時期に人民元安となりましたが、期を通しては概ね人民元高円安となりました。 

 

第５期（2024年２月27日～2025年２月25日） 

当期の中国株式市場は、上昇しました（上海Ａ株指数）。期初、人民元安のなか、政策への期待から比較的堅
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調に開始しました。2024年３月も製造業PMIが50を上回ったことから引き続き上昇しました。４月も不動産刺激

策を受けて市場センチメントが改善しました。６月ごろから、期待された株価支援策や金融緩和の発表等が無

かったため失望売りが出るとともに、経済の先行き不安感も高まり下げました。９月には10年国債利回りが、

記録がある2002年以来の最低水準まで低下しました。しかしながら、９月下旬にかけて中国政府の大規模な景

気刺激策への期待が高まり急騰しました。急騰後は水準を切り上げ横ばい推移となりました。11月はトランプ

新大統領との対決姿勢が意識され頭打ちとなりました。12月はプラス材料としての政策期待があり、横ばいと

なりましたが、トランプ新政権の発足が近付くにつれて、リスク回避の売りが進みました。2025年１月下旬以

降、低コストAIモデルのDeepSeekへの期待が高まったこと、習主席が民間企業トップとの座談会を設け、民間

企業支援策が進むと期待されたこと、トランプ政権の周囲との緊張を生じる姿勢への懸念が中国にプラスとな

るとの期待などから期末にかけてじり高となりました。 

 

第６期（2025年２月26日～2025年11月21日） 

当期の中国株式市場は、上昇しました（上海Ａ株指数）。期初、人民元安のなか、政策への期待から比較的堅

調に開始しました。昨年秋からの政府の景気刺激策への期待に加えて、１月のDeepSeekショックを受けたAI関

連銘柄への買い、中国政府のハイテク産業支援方針、米中緊張に対抗した国産化期待からの輸入代替的企業へ

の買いなどが支えました。４月は、２日に、米トランプ政権が「相互関税」を発表し、中国に対して特に厳し

い対応をしたため下落しました。５月に入って、米中が90日間相互の関税率を引き下げることに合意したこと

などから、悲観的な見方が緩和され市場は上昇傾向となりました。その後も、米中間の貿易協議で協調姿勢が

見られたことなどから堅調推移となりました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
 
＜当ファンド＞ 

主要投資対象であるＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド受益証券を高位に組入れ、信託財産の中長期的な

成長をめざして運用を行いました。 

 

＜ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド＞ 

上海証券取引所及び深セン証券取引所、創業板に上場している銘柄のうち、革新的なテクノロジーやサービス

を提供する銘柄に投資し、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行いました。銘柄数は30銘柄前後を維持

しましたが、第６期は40銘柄程度に増やしました。 

2025年10月半ばに繰上償還が決定されたことから、10月中旬に株式売却、外貨の売却を実施し、償還に備えま

した。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドは、ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド受益証券への投資を通じて、中国の上海、深セン証券

取引所に上場されている人民元建て株式（中国A株）等に投資し、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行

うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 
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○１万口当たりの費用明細 （2025年２月26日～2025年11月21日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  
(a) 信 託 報 酬 75 0.730 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
 (投 信 会 社) (  21) (0.203) 委託した資金の運用の対価 
 (販 売 会 社) (  50) (0.486) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 
 (受 託 会 社) (   4) (0.041) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 
(b) 売買委託手数料 88 0.858 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 
 (株    式) (  88) (0.858) ※ 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支

払う手数料 
(c) 有価証券取引税 18 0.177 (c) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権

口数 
 (株    式) (  18) (0.177) ※ 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関

する税金 
(d) そ の 他 費 用 81 0.786 (d) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
 (保 管 費 用) (  49) (0.480) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 
 (監 査 費 用) (  10) (0.093) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 
 (印    刷) (  22) (0.212) 開示資料等の作成・印刷費用等 
 (そ  の  他) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 262 2.551  
期中の平均基準価額は、10,262円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注４） 売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対

応するものを含みます。 
（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して 100 を乗じたものです。   
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（参考情報） 

○総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は 2.07％

です。 

 

 

 

 

（注１） 上記費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注３） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注４） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   

運用管理費用 

（受託会社） 

0.06％ 

当ファンド 

2.07％ 

総経費率 

2.07％ 運用管理費用 

（販売会社） 

0.66％ 

運用管理費用 

（投信会社） 

0.28％ 

その他費用 

1.07％ 
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○売買及び取引の状況 （2025年２月26日～2025年11月21日）

 

 親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

銘         柄 
設     定 解     約 

口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円 

ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド 145,168 166,900 470,679 594,975 

（注）単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 （2025年２月26日～2025年11月21日）

 

 株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項         目 
当     期 

ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,099,243千円 

(b) 期中の平均組入株式時価総額 333,123千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.29 

（注１）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
（注２）金額の単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 （2025年２月26日～2025年11月21日）

 

該当事項はありません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 （2025年11月21日現在）

 

償還日現在、有価証券等の組入れはありません。  



- 14 - 

全体版 
 

Filename：【全体版】w16_SBI_SBI 中国テクノロジー株ファンド_2511 

LastSave：1/14/2026 4:00:00 PM LastPrint：1/14/2026 4:01:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
○投資信託財産の構成 （2025年11月21日現在）

 

項         目 
当     期     末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 299,402 100.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 299,402 100.0 

（注）金額の単位未満は切捨て。 

 
 
○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 
 
  

○資産、負債、元本及び償還価額の状況（2025年11月21日現在）

 

項     目 償 還 時 

(Ａ) 資産 299,402,048円 

 コール・ローン等 299,390,566 

 未収利息 11,482 

(Ｂ) 負債 1,780,923 

 未払解約金 641,387 

 未払信託報酬 965,516 

 その他未払費用  174,020 

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 297,621,125 

 元本 246,342,232 

 償還差益金 51,278,893 

(Ｄ) 受益権総口数 246,342,232口 

 １万口当たり償還価額（Ｃ／Ｄ） 12,081円61銭 

<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 
(貸借対照表関係) 
期首元本額 337,728,295円 
期中追加設定元本額 154,233,708円 
期中一部解約元本額 245,619,771円 

 
 

 

 
 

○損益の状況 （2025年２月26日～2025年11月21日）

 

項     目 当   期 

(Ａ) 配当等収益 11,488円 

 受取利息 11,488 

(Ｂ) 有価証券売買損益 40,556,793 

 売買益 77,561,675 

 売買損 △37,004,882 

(Ｃ) 信託報酬等 △ 3,837,492 

(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 36,730,789 

(Ｅ) 前期繰越損益金 △ 4,433,052 

(Ｆ) 追加信託差損益金 18,981,156 

 (配当等相当額) (  22,535,380) 

 (売買損益相当額) (△ 3,554,224) 

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 51,278,893 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 
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○約款変更のお知らせ 
 

１.投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。 

 

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面交

付を原則としていた規定が変更され、書面交付またはデジタル交付いずれかを選択できるようになりました。本

件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全

等、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉えております。 

今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供ができるよう整備してまいります。 

（変更適用日：2025年４月１日） 

 

２.当社プロダクトガバナンスの観点から、信託報酬引き下げに伴う約款変更を行いました。 

 ＜変更後＞ ＜変更前＞ 

運用管理費用 

（信託報酬） 

（支払先） 年 0.99％（税抜：年 0.90％） 年 1.265％（税抜：年 1.15％） 

委託会社 年 0.25％ 年 0.50％ 

販売会社 年 0.60％ 年 0.60％ 

受託会社 年 0.05％ 年 0.05％ 

（変更適用日：2025年５月24日） 

 

○繰上償還のお知らせ 
 

本ファンドの受益権口数は、2020年３月24日の設定以来、信託約款に定める繰上償還の基準である10億口を下回

る状態が継続し、今後、本ファンドの信託財産の大幅な増加は見込み難く、効率的な運用の継続が困難な状況で

あると考えられることから、弊社としましては、このまま運用を継続するよりも繰上償還を選択することが受益

者にとって有利であると判断し、信託終了（繰上償還）の手続きを行わせていただきました。2025年９月12日時

点の受益者の皆さまを対象に2025年10月14日まで受益者の皆さまからの議決権の行使を受付け、2025年10月15日

に書面決議を行いました。その結果、議決権の３分の２以上にあたる賛成が得られましたので、2025年11月21日

をもって信託終了（繰上償還）となりました。 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2020年３月24日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2025年11月21日 資 産 総 額 299,402,048円 

区     分 
投資信託契約 

締結当初 

投資信託契約 

終了時 

差引増減または 

追加信託 

負 債 総 額 1,780,923円 

純 資 産 総 額 297,621,125円 

受 益 権 口 数 392,432,956口 246,342,232口 △146,090,724口 受 益 権 口 数 246,342,232口 

元  本  額 392,432,956円 246,342,232円 △146,090,724円 １万口当たり償還金 12,081.61円 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元本額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金額 分配率 

第 １ 期 672,289,482円 819,014,824円 12,182円 0 円 0.0000％ 

第 ２ 期 531,454,510円 651,987,267円 12,268円 0 円 0.0000％ 

第 ３ 期 489,713,657円 509,759,187円 10,409円 0 円 0.0000％ 

第 ４ 期 398,262,794円 341,151,743円 8,566円 0 円 0.0000％ 

第 ５ 期 337,728,295円 349,042,816円 10,335円 0 円 0.0000％ 

 

 
 
○償還金のお知らせ 
 

１万口当たり償還金（税込み） 12,081円61銭 
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償還 運用報告書 
繰上償還 

第６期 

（償還日：2025年11月20日） 
 
 

ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンド 
 
 
 
 

受益者のみなさまへ 
 

ＳＢＩ中国テクノロジー株・マザーファンドは、2025年11月20日に繰上償還させていただきま

した。 

ここに謹んで設定日以降の運用状況及び償還の内容をご報告申し上げます。 

今後とも当社商品をご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
 

当マザーファンドの仕組みは、次の通りです。 

運 用 方 針 

主として、上海証券取引所及び深セン証券取引所等に上場（これに準

ずるものを含みます。）されている中国企業の株式のほか、中国の新興

市場に上場されている企業の株式にも投資を行います。また、香港や

米国の金融商品取引所等に上場されている中国企業の株式（預託証書

を含みます。）にも投資する場合があります。 

主 要 投 資 対 象 
中国の上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建て株式（中

国 A 株）等を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

株式への投資割合には、制限を設けません。 

株式信託証券（上場投資信託証券を除きます。）への投資割合は、信託

財産の純資産総額の５％以下とします。 

同一銘柄の株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の 10％以下と

します。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基 準 価 額 
株  式 
組入比率 

純資産 
総 額  

期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円 

２期(2022年２月25日) 12,206 2.3 93.6 649 

３期(2023年２月27日) 10,507 △13.9 94.2 508 

４期(2024年２月26日) 8,795 △16.3 91.8 344 

５期(2025年２月25日) 10,804 22.8 90.4 351 

(償 還 時) (償還価額)    

６期(2025年11月20日) 12,756.66 18.1 － 299 

（注１）株式組入比率は純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注２）当ファンドは、中国の上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建て株式（中国Ａ株）等に投資を行い、信託財産の中長期的な成

長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基 準 価 額 株  式 

組入比率  騰 落 率 

(期 首) 円 ％ ％ 

2025年２月25日 10,804 － 90.4 

２月末 10,630 △ 1.6 94.1 

３月末 10,038 △ 7.1 92.8 

４月末 8,865 △17.9 90.9 

５月末 9,272 △14.2 90.6 

６月末 9,485 △12.2 94.2 

７月末 10,510 △ 2.7 95.3 

８月末 12,012 11.2 93.8 

９月末 13,496 24.9 92.4 

10月末 12,796 18.4 － 

(償還時) (償還価額)   

2025年11月20日 12,756.66 18.1 － 

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） 株式組入比率は純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注３） 当ファンドは、中国の上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建て株式（中国Ａ株）等に投資を行い、信託財産の中長期的な成

長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。 
    



- 19 - 

全体版 
 

Filename： w16_SBI 中国テクノロジー株・マザーファンド_2511 

LastSave:1/14/2026 4:10:00 PM LastPrint：1/14/2026 4:10:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
■当期の運用状況と今後の運用方針（2025年２月26日から2025年11月20日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

 

当マザーファンドの基準価額は期首10,804円から始

まったあと、償還日には12,756.66円となりました。期

を通じて騰落率は18.1％となりました。 

 

 期首 期中高値 期中安値 償還日 

日付 2025/２/25 2025/10/10 2025/４/９ 2025/11/20 

基準価額（円） 10,804 14,097 8,461 12,756.66 

 

 

○投資環境 
 

当期の中国株式市場は、上昇しました（上海A株指数）。期初、人民元安のなか、政策への期待から比較的堅調

に開始しました。昨年秋からの政府の景気刺激策への期待に加えて、１月のDeepSeekショックを受けたAI関連銘

柄への買い、中国政府のハイテク産業支援方針、米中緊張に対抗した国産化期待からの輸入代替的企業への買い

などが支えました。４月は、２日に、米トランプ政権が「相互関税」を発表し、中国に対して特に厳しい対応を

したため下落しました。５月に入って、米中が90日間相互の関税率を引き下げることに合意したことなどから、

悲観的な見方が緩和され市場は上昇傾向となりました。その後も、米中間の貿易協議で協調姿勢が見られたこと

などから堅調推移となりました。 
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○設定来の基準価額等の推移 
 

 

 

○基準価額の主な変動要因 
 

第１期（2020年３月24日～2021年２月25日） 

【基準価額の上昇要因】 

・期の前半に、情報技術などテクノロジー関連銘柄が買われて株価が上昇したこと。 

・期の後半に、中国株式市場が上昇するなかハイテク関連銘柄が好調に推移したこと。 

 

【基準価額の下落要因】 

・米国によるテクノロジー企業への規制強化が嫌気され株価が下落したこと。 

・９月に、米ハイテク株の急落を受け株価の調整が進んだこと。 

・期末にかけ、米国などでの金利正常化が意識されるなかでハイテク関連銘柄が下落したこと。 

 

第２期（2021年２月26日～2022年２月25日） 

【基準価額の上昇要因】 

・中国政府による自国のハイテク企業強化の動き。 

・中国政府による景気刺激策への期待及び中国人民銀行による金融緩和政策。 

・期を通じて進んだ人民元高円安。 

 

【基準価額の下落要因】 

・米国をはじめとした主要国の金融政策正常化の動きと、それを受けた金利急進。 

・中国の景気減速懸念。 

5,000
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15,000
(円)

2020/3/24
（設定日）

2025/11/20
（償還日）

2022/2

（2020年３月24日～2025年11月20日）

2021/2 2023/2 2024/2 2025/2



- 21 - 

全体版 
 

Filename： w16_SBI 中国テクノロジー株・マザーファンド_2511 

LastSave:1/14/2026 4:10:00 PM LastPrint：1/14/2026 4:10:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
・中国政府による新型コロナウイルスの感染拡大抑制策（ゼロコロナ政策）。 

・中国不動産大手の債務問題。 

・中国政府による大手ハイテク企業への規制強化の動き。 

 

第３期（2022年２月26日～2023年２月27日） 

【基準価額の上昇要因】 

・2022年12月から行われたゼロコロナ政策の解除と経済再開。 

・中国政府による自国のハイテク企業強化の動き。 

・中国政府による景気刺激策への期待及び中国人民銀行による金融緩和政策。 

・通期での人民元高円安。 

 

【基準価額の下落要因】 

・米国をはじめとした主要国の金融政策正常化の動きと、それを受けた世界的な金利上昇。 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化。 

・2022年11月ごろまで続いた中国政府による新型コロナウイルスの感染拡大抑制策（ゼロコロナ政策）。 

・中国不動産市場の混乱。 

・中国政府による大手ハイテク企業への規制強化の動き。 

 

第４期（2023年２月28日～2024年２月26日） 

【基準価額の上昇要因】 

・中国政府による景気刺激策への期待及び中国人民銀行による金融緩和政策 

・「国家隊」によるETF買い増しや空売り禁止措置 

・通期での人民元高円安 

 

【基準価額の下落要因】 

・消費者物価指数（CPI）の連続マイナス、小売売上高が市場予想を下回るなど、経済指標の悪化 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・中国恒大集団の破産申請など、中国不動産業界を巡る信用不安 

・米金利高止まりの長期化懸念 

 

第５期（2024年２月27日～2025年２月25日） 

【基準価額の上昇要因】 

・中国政府による景気刺激策、民間企業との対話 

・「国家隊」による株価支援策 

・DeepSeekに代表される低コストAI 
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【基準価額の下落要因】 

・経済指標の悪化 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・トランプ政権の対中関税引上げ 

 

第６期（2025年２月26日～2025年11月20日） 

上昇要因 

・中国政府による景気刺激策、民間企業との対話 

・「国家隊」による株価支援策 

・DeepSeekに代表される低コストAI 

・米中の相互関税を巡る協調姿勢 

 

下落要因 

・経済指標の悪化 

・米中関係の緊張と米国の中国企業、特にハイテク企業に対する規制強化 

・トランプ政権の対中関税強硬姿勢、ハイテク規制 
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○設定来の投資環境 
 

第１期（2020年３月24日～2021年２月25日） 

当期の中国株式市場は、期初は、米国の華為（ファーウェイ）向け規制強化や新型コロナウイルスの感染第２波

への懸念などから上値が重い展開が続きましたが、６月後半から７月中旬にかけて、世界的なハイテク株高や

中国国内の消費回復への思惑から中小型株を中心に買いが入り急伸しました。特に、情報技術などテクノロジー

関連銘柄への資金流入が続き、創業板指数は大きく上昇しました。７月後半は、高値警戒感や米中対立激化へ

の警戒感などから反落しました。 

期の中旬は、上値の重い展開となりました。中国景気の回復期待が下支えする一方、米中対立や米ハイテク

株の下落が嫌気されました。また、欧米での新型コロナウイルス感染再拡大への警戒感も重しとなりました。 

期の後半は、中国の経済指標の改善や、11月の米大統領選で米中関係の緊張緩和につながると期待されるバ

イデン氏が優勢との見方を受けて上昇に転じました。年明け後は、人民元高を背景とした資金流入期待に加え、

米国で民主党の経済対策による世界景気回復期待が高まったことなどから一段高となりました。 

期末にかけては、金融引き締め観測に加え、米金利上昇を受けてハイテクなどの高バリュエーション銘柄が

売られたことなどから、調整しました。 

為替に関しては、期初は米中間の緊張が強まるなか、対ドルでの人民元安が進みましたが、その後は堅調な

中国景気回復などを背景に人民元高傾向が続きました。 

 

第２期（2021年２月26日～2022年２月25日） 

当期の中国株式市場は、概ね横ばいの展開となりました。期初に、米国の長期金利の上昇をきっかけとした

世界株安を受けて大幅に調整した後、中国政府による金融引き締め姿勢や大手IT企業への規制強化の動きから、

中国株市場は軟調な推移となりました。更に７月以降には、政府による規制強化の動きが教育サービス分野に

も広がったことで、中国市場における政策リスクが警戒され、株価を押し下げる結果となりました。その後も、

中国景気の減速懸念や、新型コロナウイルスの感染拡大、不動産大手中国恒大集団の債務問題、各地域での電

力不足などが、投資家心理を冷やし、上値の重い展開が継続しました。2022年初以降は、中国人民銀行による

緩和政策に加え、政府当局による景気刺激策への期待が株価の下支え要因になりましたが、FRB（米連邦準備

制度理事会）をはじめとした主要国の金融政策正常化の動きをきっかけとした世界株安が中国株市場にも波及

し、強い売り圧力に押される結果となりました。 

当期の為替相場に関しては、対ドルで円安が進行しました。期初から米国の追加経済対策への期待等を受け

て米金利が上昇したことで円を売る動きが続き、対人民元でも円安が進みました。５月中旬から９月下旬にか

けては、横ばい圏での推移となりましたが、９月下旬以降に米金融政策正常化観測の高まりを受けて米長期金

利が上昇すると、一段と円安ドル高が進行し、対人民元においても円の減価が進みました。 

 

第３期（2022年２月26日～2023年２月27日） 

当期の中国株式市場は、下落しました。期初、上海のロックダウンが長期化し北京の防疫措置が強化された

ことから市場は軟調に推移しましたが、政府がインフラ投資の拡大、消費刺激策などによる景気下支えを表明

したことにより、ある程度下値が抑えられました。５月ごろ、金融緩和策、不動産取引規制の緩和といった政

府の支援策により、市場は底打ちし一時的に上昇しました。７月は建設が止まった住宅の購入者が住宅ローン
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の支払いを拒否する動きが見られたことや、プラットフォーム企業に対する政府の規制強化の動きが嫌気され

軟調となりました。さらに米連邦準備制度理事会（FRB）の利上げも悪材料視されました。 

2022年末にかけて、ゼロコロナ政策による経済活動の制限が悪材料となり、米国の対中ハイテク規制もあり

低迷しました。2023年に入り、政府のインターネット企業規制が緩和されるとの期待やゼロコロナ政策の解除

を受け、市場は徐々に回復に向かいましたが、２月に入ると米国株安や気球を巡る米中関係緊張により再び株

価は軟調となり当期を終えました。 

当期の為替相場に関しては、米国国債利回り上昇に対ドルで人民元安が10月ごろまで続きましたが、その後

は債券利回りの上昇一服を受け人民元は反発しました。対円では、10月ごろまで人民元高円安が進行しました

が、10月以降はドル高修正のなか人民元は、金融政策の修正期待のある対円で軟化しました。期を通しては人

民元高円安となりました。 

 

第４期（2023年２月28日～2024年２月26日） 

当期の中国株式市場は、下落しました。期初、中国恒大集団が米裁判所に破産法適用を申請したことや、バ

イデン米大統領が半導体・AIなどの対中投資制限行政命令を発表するとの報道から、軟調なスタートとなりま

した。2023年９月に入り、製造業PMIが市場予想を上回ったこと、住宅ローン規制の緩和などから政策期待が膨

らみ、地合いは改善しましたが、上値では利益確定売りがみられるなど横ばいの動きが続きました。20日に、

経済協力開発機構（OECD）やアジア開発銀行（ADB）が中国の経済成長見通しを引き下げたことで、景気先行

不安が強まり、その後、中東情勢の緊迫化、市場予想を下回る消費者物価指数（CPI）、70都市平均不動産価格

の予想以上の下落などの悪材料から、10月中旬まで下落が続く展開となりました。下旬からは、政府系ファン

ド「国家隊」が株式を購入したとの報道や、中国国債発行によるインフラ整備計画が中国政府から発表された

ことなどから上昇に転じ、11月に入っても、米中首脳会談開催への期待や米金利低下、月央に発表された鉱工

業生産や小売売上高などの主要統計が上振れしたこと、また、悪い経済指標が発表されると、それに対応する

政策への期待がみられ、ゆるやかに上昇し、11月は４か月ぶりに上昇となりました。12月は、人民銀行が公開

市場操作を通じて大規模な資金を市中から吸収したことが嫌気され、その後も、米格付け会社ムーディーズの

格付け見通しの引き下げ、中東情勢の悪化、小売売上高が市場予想を下回ったことなどから国内景気の先行き

不安が高まっていました。2024年１月には、CPIが３ヶ月連続でマイナスとなったほか、新築住宅価格が前月比

で大きく下落し、中国資産運用大手の中植企業集団の破産申請、米国で新薬開発における中国系開発会社の利

用禁止、トランプ前大統領の中国製品への大幅な関税課税発言、中国AI関連企業による米国クラウドサービス

の利用禁止など悪材料が続き、２月初旬に上海総合指数で、当期間最安値をつけるまで大幅な下落となりまし

た。その後、当局による空売り禁止措置の強化、「国家隊」によるETF買い増しの発表など、政府総動員の株価

支援を受け反発し、期を終えました。 

当期の為替相場に関しては、米国国債利回り上昇により対ドルで人民元安が10月末ごろまで続きましたが、

その後は米国国債利回りが下落に転じ人民元は反発しました。対円では、12月にムーディーズの中国格下げに

始まる悪材料から株価下落した時期に人民元安となりましたが、期を通しては概ね人民元高円安となりました。 

 

第５期（2024年２月27日～2025年２月25日） 

当期の中国株式市場は、上昇しました（上海A株指数）。期初、人民元安のなか、政策への期待から比較的堅
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調に開始しました。2024年３月も製造業PMIが50を上回ったことから引き続き上昇しました。４月も不動産刺激

策を受けて市場センチメントが改善しました。６月ごろから、期待された株価支援策や金融緩和の発表等が無

かったため失望売りが出るとともに、経済の先行き不安感も高まり下げました。９月には10年国債利回りが、

記録がある2002年以来の最低水準まで低下しました。しかしながら、９月下旬にかけて中国政府の大規模な景

気刺激策への期待が高まり急騰しました。急騰後は水準を切り上げ横ばい推移となりました。11月はトランプ

新大統領との対決姿勢が意識され頭打ちとなりました。12月はプラス材料としての政策期待があり、横ばいと

なりましたが、トランプ新政権の発足が近付くにつれて、リスク回避の売りが進みました。2025年１月下旬以

降、低コストAIモデルのDeepSeekへの期待が高まったこと、習主席が民間企業トップとの座談会を設け、民間

企業支援策が進むと期待されたこと、トランプ政権の周囲との緊張を生じる姿勢への懸念が中国にプラスとな

るとの期待などから期末にかけてじり高となりました。 

 

第６期（2025年２月26日～2025年11月20日） 

当期の中国株式市場は、上昇しました（上海A株指数）。期初、人民元安のなか、政策への期待から比較的堅

調に開始しました。昨年秋からの政府の景気刺激策への期待に加えて、１月のDeepSeekショックを受けたAI関

連銘柄への買い、中国政府のハイテク産業支援方針、米中緊張に対抗した国産化期待からの輸入代替的企業へ

の買いなどが支えました。４月は、２日に、米トランプ政権が「相互関税」を発表し、中国に対して特に厳し

い対応をしたため下落しました。５月に入って、米中が90日間相互の関税率を引き下げることに合意したこと

などから、悲観的な見方が緩和され市場は上昇傾向となりました。その後も、米中間の貿易協議で協調姿勢が

見られたことなどから堅調推移となりました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
 

上海証券取引所及び深セン証券取引所、創業板に上場している銘柄のうち、革新的なテクノロジーやサービス

を提供する銘柄に投資し、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行いました。銘柄数は30銘柄前後を維持

しましたが、第６期は40銘柄程度に増やしました。 

2025年10月半ばに繰り上げ償還が決定されたことから、10月中旬に株式売却、外貨の売却を実施し、償還に備

えました。 

 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドは、中国の上海、深セン証券取引所に上場されている人民元建て株式（中国A株）等に投資し、信託

財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないこ

とから、参考指数等も記載しておりません。 
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○１万口当たりの費用明細 （2025年２月26日～2025年11月20日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  
(a) 売買委託手数料 92 0.855 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支
払う手数料 

 (株    式 ) (  92) (0.855) 

(b) 有価証券取引税 19 0.177 (b)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関
する税金 

 (株    式 ) (  19) (0.177) 

(c) そ の 他 費 用 82 0.761 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
 (保 管 費 用) (  82) (0.760) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 
 (そ  の  他) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 193 1.793  
期中の平均基準価額は、10,789円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 項目ごとに円未満は四捨五入しております。 
（注３） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
○売買及び取引の状況 （2025年２月26日～2025年11月20日）
 
 株式 
 

 
買   付 売   付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

外
国 

 百株 千香港ドル 百株 千香港ドル 

香港 1,528 6,697 1,528 7,373 

  千人民元(オフショア)  千人民元(オフショア) 

中国（オフショア） 4,297 10,882 9,962 28,796 

 (  129) (    －)   

（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。 
（注３） （ ）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 

○株式売買比率 （2025年２月26日～2025年11月20日）
 
 株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項     目 当     期 

(a) 期中の株式売買金額 1,099,243千円 

(b) 期中の平均組入株式時価総額 333,123千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.29 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
（注２） 金額の単位未満は切捨て。  
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○利害関係人との取引状況等 （2025年２月26日～2025年11月20日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

 

○組入資産の明細 （2025年11月20日現在）
 

償還日現在、有価証券等の組入れはありません。 

 

 

○投資信託財産の構成 （2025年11月20日現在）

 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 299,425 100.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 299,425 100.0 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 
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○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況（2025年11月20日現在）

 

項     目 償 還 時 

(Ａ) 資 産 299,425,463円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 299,422,592 

 未 収 利 息 2,871 

(Ｂ) 負 債 50,000 

 未 払 解 約 金 50,000 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 299,375,463 

 元 本 234,681,712 

 償 還 差 益 金 64,693,751 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 234,681,712口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 12,756円66銭 

＜注記事項（運用報告書作成時には監査未了）＞ 
（貸借対照表関係） 
期首元本額 325,511,062円 
期中追加設定元本額 145,168,097円 
期中一部解約元本額 235,997,447円 
期末における元本の内訳 
ＳＢＩ中国テクノロジー株ファンド 234,681,712円 
 
 

○損益の状況 （2025年２月26日～2025年11月20日）

 

項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 4,368,385円 

 受 取 配 当 金 4,201,361 

 受 取 利 息 167,024 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 74,715,268 

 売 買 益 126,539,647 

 売 買 損 △ 51,824,379 

(Ｃ) そ の 他 費 用 △  2,696,181 

(Ｄ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 76,387,472 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 26,176,929 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 21,731,903 

(Ｇ) 解 約 差 損 益 金 △ 59,602,553 

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 64,693,751 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注３） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の
際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 
 

 


